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平成22年度学位記授与式学長告辞

志ある若者たちの、新たな挑戦・旅立ちに対し
心からの賛辞を

学長吉田晃敏

（今回はご要望により、2011年３月25曰に行われた学位記授与式学長告辞を
原文のまま掲載いたします）

本日、３つの学位記授与式（卒業式）を開催し、

卒業生、ご父母、そして教職員が、感動のひと時を

共有出来ました事を、大変嬉しく思います。

北海道のため、いや、国民の命を守るために、

「何をすべきなのか｣、という問いかけの中で生ま

れた大学なのです。

始めに、医学科第三十三期生93名の皆さん、並び

に、看護学科第十二期生67名の皆さん、ご卒業、お

目出とうございます。

皆さんを今日まで、育てて来られたご父母の皆様

の感慨も、ひとしおと思い、重ねてお祝いを申し上

げます。

私自身、その年の第一期生として、不安と期待の

入り交じった時代の風を受けながら、この大学の門

をくぐった一人でございます。

「可

以来、３８年が過ぎ去りました。

医師不足は解消したでしょうか？

医療格差は解消したでしょうか？

答えはノーです。

答えはノーです。

また、医学博士の学位を取得された16名の皆さん、

そして、看護学修士の学位を取得された11名の皆さ

ん、心からお祝いを申し上げます。皆さんの優れた

研究業績に対し、そして指導教員と苦労を共にした

努力に対し、深く敬意を表します。この学位を誇り

に、高いレベルの医療人に、更に成長される事を祈

っています。

それどころか、問題は、ますます深刻となってい

ます。

これらの背景の一つには、国が、平成16年にスタ

ートした、新たな研修制度もあります。

￣■ 

今や、道内でも至る所で、､診療科の休診が相次ぎ、

北海道第二の都市、ここ旭川市でさえも、現実に医

師が足りないのです。

さて、ちょうど２週間前の金曜日、今月11日、私

達の国・日本を、未だかつて経験したことのない巨

大な地震と津波が襲い、多くの尊い命が失われまし

た。今なお、多くの方の安否が確認されておりませ

ん。

この、未曾有の大震災を前に、いま、命と向き合

う医療人が、いったい「何をすべきなのか｣、私も

含め、皆さんもきっと、自分自身に問い続けている

のではないでしょうか。

一方、看護師不足はさらに深刻です。もはや慢性

的ともいえる看護師不足が、全国で続いています。

今回国は、目の前で起こっている深刻な医師不足を

見てい慌てて医師の増員へと舵を切った事で、事態

は再び流動的になっています。

現在、年間4,400人ずつ医師の数が増えています

ので、今度は一転、このまま続けば、計算上、２１年

後の日本は、即ち皆さんの卒後21年後には、「世界

１，２を争う医師大国となる」と言われています。

思い起こせば38年前、旭川医科大学は、医師不足、

そして医療格差に悩む日本の医療に貢献する「人材

育成」のために、我が国が設立した、国立大学です。

【〕
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